
日本一の水源の郷をめざす道志村

どうし

議会だよりNo.13
平成 24年１月１日発行

みなさまの声を議会に
TEL：0554−52−2112 FAX：0554−52−2572 E-mail：gikai@vill.doshi.lg.jp

● 新年のあいさつ ……………………………………………………………………２～３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

● 一般質問 （ここが聞きたい） ………………………………………………………４～６

● あの一般質問は・今 （道志の湯の民営化） ……………………………………………10

● 紹介／がんばる人紹介 ………………………………………………………………11～12



議 会 だ よ り（2）

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
御
座
い
ま
す
。
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
健

や
か
に
新
春
を
迎
え
、
夢
と

希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
よ
り
議
会
の
活
動

に
対
し
、
御
理
解
と
御
協
力

を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
の
大
震
災

を
始
め
、
台
風
12
号
、
15
号

な
ど
の
自
然
災
害
が
多
く
発

生
い
た
し
ま
し
た
。
道
志
村

で
は
人
的
な
被
害
が
無
く
不

幸
中
の
幸
い
で
し
た
が
、
堤

防
の
決
壊
、
土
砂
崩
れ
な
ど

の
被
害
に
合
わ
れ
た
皆
様
に

は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

災
害
の
際
、
近
所
、
隣
の

結
び
つ
き
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
が
本
当
に
分
か
っ
た
１

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
の
村
で
も
、
少
し
ず
つ
そ

の
こ
と
が
薄
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
、

南
三
陸
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
村
の
有
志
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
い
た
し
ま
し

た
が
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
る

よ
り
は
、
そ
の
風
景
を
自
分

の
目
で
見
る
と
、
こ
ん
な
こ

と
が
現
実
な
の
か
と
本
当
に

驚
き
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
祈
る
ば
か
り

で
し
た
。

さ
て
村
で
も
道
の
駅
ど
う

し
、
水
源
の
森
に
続
き
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
民
営
化
が
11
月

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
会
で
も
多
く
の
議
論
を
重

ね
、
村
民
の
福
祉
向
上
が
図

れ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
ま

し
た
。
今
後
は
福
祉
の
後
退

と
な
ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り

見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
オ
ー
プ
ン
し
て
20
年

に
な
り
ま
す
、
道
志
の
湯
も

年
々
お
客
様
が
減
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
民
営
化
と
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

め
ざ
し
工
事
中
で
す
。

今
年
の
春
に
は
、
生
ま
れ

変
わ
っ
た
道
志
の
湯
を
楽
し

み
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。日

本
、
世
界
を
見
ま
し
て

も
、
不
確
定
、
不
安
定
な
こ

と
が
目
に
多
く
付
き
ま
す

が
、
そ
の
情
報
を
捕
ら
え
、

明
る
い
日
差
し
の
見
え
な
い

状
況
で
す
が
、
し
っ
か
り
と

前
を
向
い
て
進
む
所
存
で

す
。
今
ま
で
以
上
の
御
支
援

と
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

道
志
村
議
会
議
長
　

佐

藤

喜

章

議
会
議
員
（
議
席
順
）

議
　
長

佐
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喜
 章

副
議
長

池
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員

杉
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議
　
員

水
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議
　
員
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議
　
員

藤
 原
　
光
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議
　
員

渡
 辺
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議
　
員
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一
 仁

議
　
員

湯
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六
 昭

議
　
員

佐
 藤
　
茂
 美

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
あ
げ
ま
す
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委員長 新年のごあいさつ

議会運営委員長 渡辺　胆男
明けましておめでとうございます。議会運営

委員長を仰せ付かり、先進地の行政視察に参加
させて頂き議会運営の難しさを改めて感じまし
た。先進地では議会基本条例や通年議会等、い
ろいろな議会改革に取組んでいます。道志村議
会としても改革を進める所存ですが、議員一人
一人の資質の向上が議会改革への一番の早道だ
と思います、村民の皆様方のご意見を拝聴し、
公平・公正な議会運営を行いたいと思います、
皆様のご協力宜しくお願い致します。

総務文教常任委員長 佐藤　茂美
謹んで新年のお喜びを申し上げます。村政発

展の為、微力ではありますが努力している所で
す。さて少子高齢化など大変な時期であること
は皆様もご承知の事と存じますが、人々の絆を
深め、５年１０年先をみすえ、県下で誇れる村
政を目ざして全員で、明日に向かうことが必要
かと思います。道志村に生まれ、そして村民の
一人として誇れる村づくりを第一に考え、皆様
方の素晴らしい一年となりますようお祈り申し
上げ新年のご挨拶といたします。

広報常任委員長 杉本　秀明
新年明けましておめでとう御座います。謹ん

でお祝い申し上げます。昨年は日本全国多難な
年となりましたが、今年は少しでも良い年にな
ればいいなと思うところです。私も広報常任委
員長として、皆様に親しまれ、愛読される「議
会だより」を作って行きたいと思っています。
今は山梨県町村議会広報研究協議会に参加させ
てもらい、視察や、編集研修を繰り返し勉強さ
せてもらっています。
どうぞこれからも宜し
くお願い致します。

建設厚生常任委員長 湯川　六昭
新年おめでとうございます。今年が村民にと

って、幸せな年になりますことを心よりお祈り
致します。昨年は東北大震災や、それによる津
波、原発事故による被害などかつて無かった事
でした。本村においても、２度の台風による大
雨は人家まで巻き込み、至る所で護岸決壊や道
路山林崩落などありました。「安心安全の村づ
くり」を目指す道志村にとってかつてない、危
険感を持ったと思います。また村の９割をしめ
る山林が人家まで近付いた荒地、ひとたび山林
火災になると広域的被害が発生するのではと不
安です。出来ることには限りがありますが、少
しずつでも行動していかなければと思います。
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台風の被害状況と
復興期間は

一般
質問

（これが聞きたい）

問
台
風
の
被
害
状
況
と

復
興
計
画
は

今
年
９
月
の
台
風
12
号
、

15
号
の
被
害
状
況
は
。

ま
た
、
内
容
、
件
数
、
金
額

及
び
復
興
期
間
は
。

答
 産
業
振
興
課
長

台
風
復
旧
に
関
し
て
は
単

独
災
害
復
旧
と
補
助
事
業
に

区
別
さ
れ
、
単
独
災
害
復
旧

は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。

補
助
事
業
に
関
し
て
は
、

山
梨
県
申
請
分
も
含
め
、
国

の
災
害
査
定
終
了
後
に
決
定

さ
れ
ま
す
。
被
害
総
額
は
約

６
千
万
円
で
し
た
。

問
ト
ン
ネ
ル
化
の
進
展
は

野
原
・
月
夜
野
間
の
バ
イ

パ
ス
化
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
進
展
は
。

答
 産
業
振
興
課
長

こ
の
区
間
の
現
地
調
査
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
調
査
結
果

に
よ
り
、
住
民
の
利
便
性
や

利
用
者
が
安
全
、
か
つ
安
心

し
て
走
行
で
き
る
ト
ン
ネ
ル

の
ル
ー
ト
が
現
在
、
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ト
ン
ネ

ル
掘
削
の
工
法
や
ル
ー
ト
案

が
提
示
で
き
る
段
階
に
な
り

ま
し
た
ら
、
山
梨
県
に
よ
り

関
係
者
へ
の
説
明
が
さ
れ
ま

す
の
で
、
県
の
結
果
待
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
来
年
度
予
算
の
規
模
と

重
点
施
策
は
。

平
成
24
年
度
の
予
算
規
模

は
ど
の
く
ら
い
か
。
又
、
重

点
施
策
は
何
か
。

答
 村
長

昨
年
度
よ
り
若
干
縮
小
し

た
歳
入
歳
出
予
算
の
規
模
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
来
年
度
は

「
ソ
フ
ト
」
へ
比
重
を
か
け

て
い
き
た
い
。
特
に
、
森
林

資
源
の
保
全
と
活
用
、
こ
の

仕
組
み
を
本
格
化
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

  

藤原光政  議員

  

   

  

藤原光政  議員

  

   

■
台
風
の
被
害
状
況
と
復
興
期
間
は

■
野
原
・
月
夜
野
間
バ
イ
パ
ス
化
に
つ
い
て

■
平
成
24
年
度
予
算
に
つ
い
て

問
●
 台
風
の
被
害
総
額
は
約
６
０
，
０
０
０
千
円

●
 ル
ー
ト
案
等
に
つ
い
て
県
の
回
答
待
ち

●
 若
干
縮
小
し
た
予
算
規
模
を
想
定
。
ま
た
ソ
フ
ト
面
に
比
重
を
置
く

答

た
、
高
齢
社
会
に
向
け
て

の
、
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
、
高
齢
者
な
ど
の

移
動
手
段
な
ど
の
課
題
に
対

し
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
再
質
問
あ
り
」
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福祉センターの
運営は

一般
質問

（これが聞きたい）

問
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
の
運
営
状
況
は

11
月
１
日
よ
り
、
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、赤
字

解
消
を
目
的
と
し
て
民
営
化

に
移
行
後
、現
在
の
状
況
は
。

答
 住
民
健
康
課
長

11
月
の
実
績
で
２
５
９
名

利
用
者
が
い
ま
し
た
。
今
後

一
日
平
均
20
名
以
上
が
利
用

で
き
る
施
設
の
体
制
づ
く
り

と
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図

り
な
が
ら
受
け
入
れ
態
勢
に

万
全
を
尽
く
し
、
近
く
で
畑

を
作
り
、
農
業
を
楽
し
み
な

が
ら
、
外
出
の
機
会
を
多
く

し
て
楽
し
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
施
設
を
目
指

し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

問
災
害
が
発
生
し
た
時
の

行
政
の
対
応
は

当
議
会
も
台
風
災
害
箇
所

の
調
査
を
行
い
、
村
当
局
に

調
査
・
査
定
を
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
緊
急
に
対
策
を
必

要
と
す
る
箇
所
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し

た
時
の
行
政
の
対
応
と
復
旧

の
進
捗
状
況
は
。

答
 総
務
課
長

災
害
発
生
の
可
能
性
が
高

ま
っ
た
段
階
か
ら
、
大
雨
注

意
報
時
の
第
一
配
備
、
大
雨

警
報
時
の
第
二
配
備
、
防
災

計
画
に
沿
っ
た
役
割
分
担
の

な
か
で
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
、
「
避
難
指
示
」
「
避
難

勧
告
」
と
い
う
重
大
な
対
応

の
局
面
を
経
験
し
ま
し
て
、

反
省
点
も
あ
り
、
本
年
度
進

め
て
い
ま
す
「
防
災
計
画
の

見
直
し
」
作
業
に
活
か
し
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

「
再
質
問
あ
り
」

杉本秀明  議員

  

  

   

杉本秀明  議員

  

  

   
■
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
民
営
化
の
運
営
状
況
は

■
災
害
発
生
時
の
対
応
と
復
旧
の
進
捗
状
況
は

問
●
 利
用
者
は
一
日
平
均
20
名
以
上
が
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り

●
 防
災
計
画
に
沿
っ
た
役
割
分
担
の
推
進

答

運営状況について指定管理者から聞き取りました
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平成２４年度予算
編成の基本方針は

一般
質問

（これが聞きたい）

問
24
年
度
予
算
は

24
年
度
予
算
の
基
本
方
針

と
重
点
施
策
ま
た
「
い
き
い

き
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
の
貴

重
な
村
民
の
皆
様
の
意
見
、

提
言
を
来
年
度
予
算
の
、
基

本
方
針
、
施
策
に
生
か
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
行
政
の

考
え
は
。

答
  総
務
課
長

歳
出
に
お
い
て
は
経
費
の

効
率
化
を
一
層
図
り
、
事
業

は
重
点
化
を
進
め
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
で

は
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財

政
で
す
が
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
し
尿
処
理
対
策
は

合
併
浄
化
槽
整
備
の
普
及

で
し
尿
処
理
は
増
加
す
る
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今

後
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
  産
業
振
興
課
長

設
置
基
数
は
今
年
度
末
で

４
６
１
基
と
な
り
、
処
理
量

に
つ
い
て
も
平
成
２
３
年
度

見
込
１
，
５
２
０
㎘
と
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
大
月
都

留
広
域
事
務
組
合
と
、
青
木

ケ
原
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
両
施

設
の
合
計
受
け
入
れ
可
能
量

は
、
２
０
１
６
㎘
と
な
り
、

こ
れ
以
上
に
増
え
る
こ
と
も

考
慮
し
て
、
両
施
設
に
対
し

て
の
受
け
入
れ
量
に
つ
い
て

早
め
の
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問
災
害
に
強
い
道
路
は

国
道
４
１
３
号
・
県
道
24
号

線
に
お
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
も

含
め
た
安
心
安
全
な
道
路
・

災
害
に
強
い
道
路
改
良
が
必

要
で
す
、
県
、
国
に
対
し
て

強
く
要
望
す
べ
き
で
す
が
、

村
長
の
考
え
は
。

答
  村
長

国
道
・
県
道
と
も
村
の
生

  

  

  

渡辺胆男   議員

  

  

  

渡辺胆男   議員

■
来
年
度
の
予
算
編
成
は

■
し
尿
処
理
対
策
は

■
災
害
に
強
い
道
路
改
良
が
必
要
で
は

問
●
 経
費
の
効
率
化
と
事
業
の
重
点
化
の
推
進

●
 広
域
処
理
施
設
に
対
し
て
早
め
の
対
応

●
 国
・
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く

答

命
線
と
な
る
主
要
道
路
で
あ

り
ま
し
て
、
今
回
の
台
風
時

に
は
村
外
へ
の
通
行
は
３
方

向
と
も
通
行
で
き
な
い
状
態

が
続
き
ま
し
た
。
今
後
、
命

の
道
と
し
て
、
道
路
の
管
理

者
で
あ
り
ま
す
山
梨
県
、
更

に
は
国
へ
と
、
ト
ン
ネ
ル
化

も
含
め
強
く
要
望
し
、
安
全

安
心
の
道
路
の
実
現
を
働
き

か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
再
質
問
あ
り
」
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長野県小布施町議会の（議会改革・議会活性化）視察に
行きました。小布施町議会では、平成２３年３月より通年
議会を開催し、議会の会期を１年間で、議会の委員会が行
う審査や調査が、閉会中でも制限なしに自由に行うこと
が出来る様に改革したそうです。私達も議会活動を進め
る中で、村民の目線に立ち、議員一人一人の資質向上こそ
議会改革・議会活性化への近道だと思います。

議会運営委員長　　渡　辺　胆　男

議会運営委員長行政視察

通年議会で活性化

平成23年10月24日～25日

石川県津幡町 議会広報委員会の視察に行き、津幡町の
議会だよりを題材に苦労している所や、編集などを協議
してきました。研修のなかで感じたのは、津幡町では１部
２６円６０銭で、作成されているとの事でした、本村では
３００円前後です、又表紙の題材を子供達に書いてもら
い、その子達の紹介もしていました。

広報常任委員長　　杉　本　秀　明

議会広報正副委員長研修会参加

他町の「ぎかいだより」手法を聞く

平成23年11月10日～11日

平成２３年６月から山梨県東部広域連合議員として務めております。東部広域連合は三市三村「都
留市、大月市、上野原市、道志村、小菅村、丹波山村」が構成団体となり、地方分権の受け皿として
広域的な諸課題に対応し、効率的で格差のない住民サービスを提供出来るように、設置された特別地
方公共団体です。主な事業は養護老人ホーム大鶴楽生園の運営、要介護認定審査、広域行政推進の調
査研究などです。現在、大鶴楽生園の定員６０名で現在５１名が入所しています。上野原市に設置さ
れている老人ホームです。本村でも老人介護を必要とされる方は、広域連合の施設を利用することが
できます。広域連合議員、役場職員に相談してください。

山梨県東部広域連合議員として

広域行政の必要性を協議

東部広域連合議員　白井　勝光

活 動 報 告
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民営化から1ヶ月たち、どう変わったか

Ｑ：運営時間の延長、祝祭日及び土日営業について

Ａ：祝日は営業するようになりました。
今後、土日営業、時間延長は利用者のニーズにより行います。

Ｑ：サービス内容の改善について

Ａ：指や体の機能訓練を取り入れたアクティビティー活動。
歩行訓練を取り入れ、機能の回復と維持。
歩行可能な方への車椅子使用等、利用者の介護状況に合わせた介助方法の実施。
手作りの昼食及びおやつの提供。

Ｑ：今後の運営について

Ａ：機能回復も含め、来春から畑を作り、
野菜の栽培をしていく。
機能訓練を積極的に取り込み利用者の
ADLの維持向上に努める。　　
地域の学校、ボランティアとの交流を
計画する。　　　　　　　　
今後は、サービスの向上と業務の効率
化を図るため、従来の方法にとらわれ
ず継続的な改善を講じていきます。

議案の質疑

福祉センターの民営化・その後は

提出された案件について、議員からの意見・要望の一部を紹介します。

H２３年 第 8 回議会定例会（12 月）

二
期
８
年
の
任
期
が
半
年
残

り
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
議
会

監
査
委
員
を
約
６
年
間
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
村
の
財
政
は

３
月
い
っ
ぱ
い
に
次
年
度
の
予

算
を
立
て
、
４
月
よ
り
執
行
し

ま
す
。
９
月
の
決
算
監
査
で
、

前
年
度
分
の
議
論
を
行
い
、

色
々
な
問
題
点
や
指
摘
事
項
を

出
し
ま
す
。
次
年
度
予
算
の
取

り
組
み
に
生
か
し
た
、
予
算
案

を
切
に
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

残
り
任
期
を
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
も
気
が

つ
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

佐
藤
　
一
仁

議会の 思 い
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議 案 等 の 審 議 結 果

Ｈ２３年　第６回　道志村議会臨時会　（１０月１９日）
議案等番号　　　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　 審議結果

議案第53号 平成23年度道志村一般会計補正予算（第４回） 原案可決

議案第54号 平成23年度道志村簡易水道事業特別会計補正予算（第３回） 原案可決

議案第55号 平成23年度道志村浄化槽事業特別会計補正予算（第２回） 原案可決

Ｈ２３年　第７回　道志村議会臨時会　（１１月２９日）
議案等番号　　　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　 審議結果

議案第56号 道志村職員給与条例等の一部を改正する条例 原案可決

議案第57号 道志村過疎地域自立促進計画の変更 原案可決

Ｈ２３年　第８回　道志村議会定例会　（１２月１６日）
議案等番号　　　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　 審議結果

承認第４号 専決処分の承認について（道志村国民健康保険条例の一部を改正する条例） 原案承認

議案第58号 道志村各種委員等報酬並びに費用弁償条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第59号 道志村税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第60号 道志村景観計画策定審議会条例 原案可決

議案第61号 平成23年度道志村一般会計補正予算（第５回） 原案可決

議案第62号 平成23年度道志村国民健康保険特別会計補正予算（第３回） 原案可決

議案第63号 平成23年度道志村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１回） 原案可決

議案第64号 平成23年度道志村簡易水道事業特別会計補正予算（第４回） 原案可決

議案第65号 平成23年度道志村観光施設等事業特別会計特別会計補正予算（第１回） 原案可決

議案第66号 平成23年度道志村介護保険特別会計補正予算（第２回） 原案可決

議案第67号 平成23年度道志村浄化槽事業特別会計補正予算（第３回） 原案可決

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件 原案可決

消防設備の充実を図る
平成23年度事業で予定していまし
た「水槽付消防ポンプ自動車」が
購入されました。これにより、高
規格救急車とポンプ自動車が整備
され、常設消防の設備が充実され
ました。

お知らせ
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道
志
の
湯
の
民
営
化
に

つ
い
て

指
定
管
理
者
と

改
善
協
議
を
進
め
る

質
問

答
弁

平
成
23
年
３
月
定
例
会

職
員
の
採
用
に
つ
い
て

広
い
分
野
に
対
応
で
き
る

人
材
を
求
め
て
い
く

質
問

答
弁

平
成
22
年
９
月
定
例
会

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
　
４
月
１
日

道
志
の
湯
は
平
成
23
年
７
月
１
日
に

「
株
式
会
社
ど
う
し
」
に
民
営
化
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
４
月
１
日
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
経
営
改
善
協

議
を
し
な
が
ら
只

今
工
事
中
で
す
。

工
事
金
額
は
ボ
イ

ラ
ー
施
設
関
連
と

既
存
建
屋
改
修
工

事
を
併
せ
て
総
額

約
１
億
５
千
万
円

で
す
。

■ 木質バイオマス活用により、道志の湯は燃料費の削減と森林の環境保全
を期待する。

■ 職員の採用は道志村の将来を左右するもの。計画的な採用プランを望む。

その結果

今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・あの一般質問は今・・・あの一般般般質問はは今・・・あの 般般質問はは今・・・

専
門
性
の
高
い
職
員
採
用
も
検
討

役
場
職
員
は
現
在
44
名
で
、24
年
度
の

採
用
予
定
者
は
２
名
で
す
。こ
れ
か
ら
は

年
度
に
よ
り
退
職
予
定
者
数
の
多
い
年

も
あ
り
ま
す
。職
員
採
用
プ
ラ
ン
を
調
査

検
討
し
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
職
員

採
用
も
視
野
に
入

れ
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
ま

す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
事
、
37
年
間
の
都
留
市
消
防
本
部
勤

務
を
終
え
、
昨
年
３
月
に
退
職
い
た
し
ま

し
た
。
在
職
中
は
公
私
に
わ
た
り
、
ご
指

導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
こ
の

場
を
お
か
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
地
震
災
害
対
策

に
お
け
る
地
域
防
災
力
に
つ
い
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
震
災
に
よ
る
被
害
状
況
を

見
ま
す
と
、
同
じ
被
災
地
で
も
地
域
に
よ

っ
て
被
害
状
況
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
の
は
、
地
域
ご
と
の
防
災
力
の
差
が
原

因
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
も
し
も
の
災
害
発
生
時
、
い
か

に
し
て
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

か
は
、
地
域
の
防
災
力
に
か
っ
て
お
り
ま

す
。平

素
よ
り
、
防
災
に
対
す
る
認
識
、
知

識
を
高
め
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
そ

の
活
動
の
中
に
お
い
て
防
災
力
強
化
を

図
る
こ
と
。
こ
れ
が
災
害
に
強
い
地
域
を

創
る
上
で
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
。
私
は

今
後
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
37
年
間

の
経
験
が
地
域
の
防
災
力
強
化
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
、
都
留
市
消
防
署
道
志
出
張
所

に
対
し
ま
し
て
、
以
前
に
も
ま
し
て
、
ご

指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
し
て
結
び
と
い
た
し
ま
す
。

地
域
防
災
活
動
に
貢
献

池
 谷
   幸
 昌

氏

紹

介
しょうかい

安心・安全な地域づくりのため　

長年消防本部で活動
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昨
年
の
議
会
構
成
変
え
で
、
広
報

常
任
委
員
会
に
な
り
ま
し
て
、
約
一

年
半
経
ち
ま
し
た
。お
蔭
様
で「
議
会

だ
よ
り
ど
う
し
」
も
今
回
で
13
号
の

発
刊
と
な
り
ま
し
た
。
町
村
会
な
ど

広
報
研
修
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
て
、少
し
で
も
読
み
や
す
く
、そ

し
て
親
し
ま
れ
る
、「
議
会
だ
よ
り
」

に
し
た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。13
号
は
初
め
て
、定
例
会
終
了

後
１
ヶ
月
以
内
の
発
刊
を
試
み
ま
し

た
。
今
後
と
も
議
会
だ
よ
り
を
通
じ

て
議
会
活
動
報
告
や
議
会
改
革
、
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

（
杉
本
秀
明
）
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がんばる人紹介 特別企画

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
起
人

消
防
団
長
　
出
 羽
　
達
 彦
 氏

東
日
本
大
震
災
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
10
月
11
月
と
２
回
に
渡
り
、
開
催
し

ま
し
た
と
こ
ろ
合
計
67
名
の
ご
参
加
を
頂

ま
し
て
、
発
起
人
の
一
人
と
し
て
大
変
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
方
々
に
は
、
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。
３
月
11
日
に
起
き
た
地
震
、
津
波
、

そ
し
て
原
発
事
故
と
日
本
国
内
を
揺
る
が

す
出
来
事
に
、
何
か
手
助
け
で
き
れ
ば
と

思
う
と
こ
ろ
で
す
。
私
も
消
防
団
長
と
し

て
役
職
を
遂
行
す
る
中
で
、
こ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
本
村
に
何
か
ひ
と

つ
で
も
役
立
て
る
こ
と
が
あ
る
か
考
え
る

と
こ
ろ
で
す
。又
、今
年
に
な
り
機
会
が
あ

れ
ば
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
計
画
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
起
人

体
育
協
会
会
長
　
出
 羽
　
芳
 正
 氏

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
御
座
い
ま
し
た
。
１
回
目
は
草
刈
り

と
瓦
礫
の
か
た
ず
け
、
２
回
目
は
土
嚢
つ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
車
中
泊
と

慣
れ
な
い
長
旅
で
お
疲
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
生
懸
命
作
業
し
て
頂
き
あ
り
が
と

う
御
座
い
ま
し
た
。
被
災
地
を
見
て
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
復
興
に
は
時
間
が
か
か
り
、
多
く

の
人
の
手
が
必
要
で
す
。
次
の
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。


